
一
東
京
農
工
大
学
に
お
け
る
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
の
特
色

東
京
農
工
大
学
は
、
農
学
と
工
学
と
い
う
二
つ
の
専
門
分
野
に
特

化
し
、
研
究
を
重
視
し
て
い
る
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
大
学
で
す
。
世

界
的
な
研
究
拠
点
大
学
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
優
れ
た
若
手
研
究
者
を
育
成
す
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
で

あ
り
、
科
学
技
術
振
興
調
整
費
に
よ
る
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
の

導
入
・
定
着
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
学
の
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制

で
は
、
優
れ
た
若
手
研
究
者
を
採
用
し
、
研
究
に
集
中
で
き
る
環
境

を
提
供
し
、
自
己
分
野
を
確
立
で
き
る
よ
う
に
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
特
色
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
准
教
授
を
対
象
と
し
て
、
独
立
の
研
究
室
を
運
営
し
て
い
る
こ

と
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
の
精
神

を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
で
す
。

②
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
教
員
全
員
の
テ
ニ
ュ
ア
採
用
枠
を
用
意
し

て
い
る
こ
と
。
ア
メ
リ
カ
の
テ
ニ
ュ
ア
採
用
率
は
平
均
六
割
程
度

の
競
争
率
で
す
が
、
本
学
で
は
本
学
の
教
育
・
研
究
水
準
に
達
し

て
い
れ
ば
、
採
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
い
う
な
ら
ば
、
他
人

と
の
競
争
で
は
な
く
、
自
己
と
の
競
争
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

③
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
教
員
を
全
学
的
に
採
用
し
て
い
る
こ
と
。

農
、
工
両
学
部
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
学
科
・
専
攻
に
お
い
て
、

テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
教
員
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
教

員
は
全
体
で
四
百
名
近
く
お
り
、
そ
の
う
ち
二
二
名
の
テ
ニ
ュ

ア
・
ト
ラ
ッ
ク
教
員
を
採
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
全
体
の
五
％
、

准
教
授
に
限
り
ま
す
と
、
一
三
％
と
な
り
、
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ

ク
教
員
の
比
率
が
か
な
り
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

二
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
の
運
用

（
採
用
）

一
八
年
度
に
国
際
公
募
を
行
い
ま
し
た
が
、
採
用
予
定
二
二
名
程

度
に
対
し
て
八
一
一
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
選
考
は
学
外
有
識
者

の
参
加
も
得
て
、
学
科
・
専
攻
ご
と
の
一
次
選
考
、
全
学
的
評
価
を

行
う
二
次
選
考
の
二
段
階
審
査
を
行
い
、
二
二
名
を
採
用
し
ま
し
た
。

応
募
者
の
う
ち
一
八
八
名
が
外
国
籍
で
あ
り
、
ま
た
、
八
二
名
が

女
性
で
し
た
。
採
用
者
の
内
訳
は
、
二
二
名
の
う
ち
、
三
名
が
外
国

籍
で
あ
り
、
五
名
が
女
性
で
す
。
な
お
、
自
校
率
（
前
職
が
本
学
）

は
二
二
名
中
三
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
教
員
の
環
境
整
備
）

テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
を
円
滑
に
導
入
す
る
た
め
、
若
手
人
材

育
成
拠
点
を
特
区
と
し
て
設
置
し
て
い
ま
す
。
採
用
さ
れ
た
テ
ニ
ュ

ア
・
ト
ラ
ッ
ク
教
員
は
拠
点
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
既
存
の
学
科
・

専
攻
の
建
物
の
中
に
居
室
と
研
究
室
を
持
ち
、
学
生
を
指
導
す
る
な

大学と学生 2008.1253

若
手
研
究
者
に
活
躍
の
機
会
を
与
え
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る

こ
と
は
、
我
が
国
の
科
学
技
術
創
造
立
国
の
実
現
の
た
め
に
不
可
欠

で
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
一
八
年
度
よ
り
、
若
手
研
究
者
が

自
立
し
て
研
究
で
き
る
環
境
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
科
学
技
術

振
興
調
整
費
（
政
策
誘
導
型
の
競
争
的
資
金
）
に
よ
り
「
若
手
研
究

者
の
自
立
的
研
究
環
境
整
備
促
進
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま

す
。同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
（
若
手
研
究
者

が
、
任
期
付
き
の
雇
用
形
態
で
自
立
し
た
研
究
者
と
し
て
の
経
験
を

積
み
、
厳
格
な
審
査
を
経
て
安
定
的
な
職
を
得
る
仕
組
み
）
の
導
入

を
中
心
と
し
た
研
究
機
関
の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
〇

年
度
現
在
二
八
機
関
（
三
〇
課
題
）
を
採
択
し
て
お
り
、
各
機
関
で

は
、
以
下
の
三
点
の
内
容
を
含
む
独
自
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
若
手
研
究
者
の
採
用
に
当
た
っ
て
、
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制

を
導
入
す
る
。

②
自
立
し
た
研
究
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
諸
環
境
を
整
備
す
る

（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
資
金
の
措
置
、
研
究
支
援
体
制
の
充
実
、

研
究
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
）。

③
そ
の
他
、
若
手
研
究
者
の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
と

な
る
研
究
組
織
の
改
革
な
ど
の
取
組
を
行
う
。

例
と
し
て
平
成
一
八
年
度
に
採
択
さ
れ
た
東
京
農
工
大
学
に
お
け

る
取
組
を
次
の
章
か
ら

紹
介
い
た
し
ま
す
。
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若
手
研
究
者
の
活
躍
を
促
進
す
る
た
め
に

～
科
学
技
術
振
興
調
整
費
「
若
手
研
究
者
の
自
立
的
研
究
環
境
整
備
促
進
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
取
組
例
～

文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
政
策
局
基
盤
政
策
課

東
京
農
工
大
学
若
手
研
究
支
援
室

●
解

説
●



ま
す
が
、
三
年
目
に
は
特
に
優
れ
て
い
る
教
員
に
は
、
テ
ニ
ュ
ア
を

付
与
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ

ク
評
価
委
員
会
を
設
け
て
お
り
、
三
年
目
、
五
年
目
の
評
価
基
準
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
評
価
基
準
は
、
研
究
の
進
捗
度
、
論
文
の
量
と

質
な
ど
を
目
安
と
し
ま
す
が
、
専
門
分
野
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
一

名
ご
と
に
評
価
基
準
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

三
大
学
独
自
予
算
に
よ
る
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制

科
学
技
術
振
興
調
整
費
で
は
、
初
年
度
二
二
名
の
採
用
で
、
そ
の

後
の
新
規
採
用
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
本
学
独

自
予
算
に
よ
る
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

予
算
の
関
係
も
あ
り
、
科
学
技
術
振
興
調
整
費
に
よ
る
支
援
体
制

を
全
て
反
映
す
る
こ
と
は
、
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
資
金
に
関
し
て
は
、
大
学
本
部
、
採
用
予
定
学
府
、
採
用

予
定
学
科
・
専
攻
と
で
同
率
を
負
担
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
専
有
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
、
管
理
運
営
業
務
の
軽
減
、
協

力
教
員
の
配
置
等
の
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
度
新
た
に
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
准
教
授
は
、
四

名
で
す
が
、
全
て
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
で
採
用
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
、
一
〇
月
に
は
一
名
が
着
任
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
現
行
の
採
用
方
式
と
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
と
は
並

列
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

す
で
に
、
研
究
・
教
育
能
力

の
確
立
し
た
教
員
に
は
、
現

行
方
式
を
適
用
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
学
で
は
、
テ
ニ
ュ

ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
と
並
行
し

て
、
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
制
度
や
、

教
員
の
再
審
査
制
度
等
の
人

事
制
度
改
革
を
進
め
て
い
ま

す
。ま
た
、
日
本
型
テ
ニ
ュ
ア
・

ト
ラ
ッ
ク
制
に
関
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
、
科
学
技
術
振

興
調
整
費
採
択
大
学
間
連
絡

会
を
毎
年
開
催
し
、
テ
ニ
ュ

ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
へ
の
関
心

を
高
め
る
と
と
も
に
、
大
学

間
の
情
報
交
換
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
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東京農工大学におけるテニュア・トラック制運営体制

ど
、
事
実
上
、
正
教
員
と
同
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
立
的
な
研
究
環
境
を
整
え
る
た
め
、
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
教

員
に
は
、
最
低
で
も
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
専
有
ス
ペ
ー
ス
を

配
分
し
て
い
ま
す
。
初
年
度
に
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
資
金
と
し
て

研
究
費
を
七
百
万
円
、
居
室
等
の
改
修
費
と
し
て
百
万
円
配
分
し
、

二
年
度
目
以
降
に
は
、
三
百
万
円
の
研
究
費
を
配
分
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
研
究
に
集
中
す
る
た
め
に
、
大
学
の
管
理
運
営
業
務
を
大

幅
に
軽
減
し
、
研
究
分
野
で
の
自
己
確
立
を
促
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
育
能
力
の
育
成
の
た
め
に
、
研
究
の
支
障
に
な
ら
な
い
範
囲
で
授

業
を
二
科
目
ほ
ど
担
当
し
て
い
ま
す
。

（
若
手
人
材
育
成
拠
点
の
運
営
）

拠
点
内
に
運
営
委
員
会
を
設
け
、
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
導
入
に

お
け
る
様
々
な
懸
案
の
検
討
、
学
内
に
お
け
る
各
学
科
・
専
攻
等
と
の

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
教
員
の
事
務

的
支
援
を
行
う
若
手
研
究
支
援
室
も
設
置
し
、
支
援
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
拠
点
の
運
営
を
外
部
か
ら
の
視
点
で
評
価
す
る
た

め
、
外
部
有
識
者
を
交
え
た
総
合
評
価
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
教
員
の
育
成
を
図
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
方
策
を
取
っ
て
い
ま
す
。

①
既
存
の
学
科
・
専
攻
の
中
で
、
う
ま
く
活
動
で
き
る
よ
う
に
、

協
力
教
員
を
指
名
し
、
自
立
を
損
ね
な
い
範
囲
で
、
支
援
・
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

②
拠
点
の
経
費
に
よ
る
海
外
出
張
費
の
支
援
制
度
を
設
け
、
海
外

に
向
け
た
研
究
発
信
や
人
脈
形
成
、
研
究
連
携
の
開
拓
等
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

③
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
教
員
同

士
で
、
自
分
の
研
究
内

容
を
紹

介
し
、
質

疑
応

答
も
含
め
て
、
一
人
一

時
間

程
度
の
発

表
を
行

う
、
分
野
横
断
的
な
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

自
ら
の
専
門
分
野
以

外
の
幅

広
い
知

識
の
獲

得
と
学
内

共
同
研

究
の
発

掘
を
目

指
し
て
お
り
、
実

際
に
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
教

員
同
士
で
、
い
く
つ
か
の
共
同
研
究
も
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
教
員
の
年
次
評
価
に
つ
い
て
は
、
各
教

員
に
対
し
て
外
部
専
門
家
二
名
を
招
へ
い
し
、
学
科
・
専
攻
の

教
員
と
一
緒
に
二
時
間
程
度
の
研
究
レ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
客
観
的
な
評
価
が
得
ら
れ
る
と
と
も
に
、

有
益
な
助
言
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
の
支
援
体
制
を
整
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
各
テ
ニ
ュ
ア
・

ト
ラ
ッ
ク
教
員
の
研
究
活
動
状
況
は
、
極
め
て
高
く
、
科
学
研
究
費

補
助
金
の
採
択
率
は
、
新
規
と
継
続
を
合
わ
せ
て
、
七
八
％
と
な
っ

て
お
り
、
本
学
平
均
の
四
八
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

（
中
間
評
価
・
最
終
評
価
）

三
年
目
、
五
年
目
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
評
価
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
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